
調査後記

 今回の調査では、公園や学校の校庭などに避難所としてテント村をつくっているところが少なくなかった。ここには動物を飼っている世
帯が⽐較的多いところがあった。調べてみると、近くの避難所（学校等）がペットの持ち込みを禁⽌していたり、動物が⼀緒なので他の避
難所から移ってきた⼈たちが集まっているという。
テント村では「動物飼養に関する苦情やトラブルはほとんどない」割合が⾼く、イヌの鳴き声にしても「番⽝になって、かえってよい」

という声があった。
 末尾ながら、本調査は兵庫県⽣活衛⽣課のご好意から実現したものであり、改めてご協⼒いただいた関係機関および調査員の⽅々に厚く
感謝の意を表したい。（尾崎）

＜調査協⼒＞
兵庫県保健環境部⽣活衛⽣課
兵庫県南部地震動物救援本部
神⼾市衛⽣局公衆衛⽣課乳⾁衛⽣係、灘保健所、東
灘保健所、芦屋保健所、⻄宮保健所、川⻄保健所

調査責任者 尾上多喜雄（理事⻑）
調査担当者 尾崎 敬承（理 事）
調査員

尾崎 敬承（東京）
⽻尾理恵⼦（⼤阪）
上野 美保（⼤阪）
寒  章⼦（⼤阪）
中河 理⾹（⼤阪）
芦⽥ 輝美（⼤阪）
橋本 美保（⼤阪）
佐⽥喜代⼦（京都）

吉⽥ 明⼦（⼤阪）
勝⽥千恵美（⻄宮）
藤⽥ ちよ（⼤阪）
⼩嶋 静江（茨城）
三原加容⼦（⼤阪）
川⼈美穂⼦（⼤阪）
岡  絵美（⼤阪）
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